
文化芸術による子供育成推進事業 学校巡回公演事業（文化庁） 

令和６年９月１０日 ワークショップ 

令和６年９月１９日 本公演 

  

名古屋を拠点に活動する「俳優館」をお迎えして、ミ

ュージカル「あらしのよるに」を鑑賞しました。ワーク

ショップで、ダンスや感情を表現する方法などについて

教えていただき、各学年の代表が、本番の最後の場面で、

劇団のみなさんと共演させていただきました。 

 ミュージカルを初めて鑑賞する子も多く、特に下学年

の子らは、目を輝かせて舞台に見入っていました。 

 歌やダンスが好きになった、表現することが楽しかっ

た、私もやってみたい、そんな子供たちの声がたくさん

聞かれました。大人が本気で頑張る姿にふれ、物語のも

つテーマとともに、子供たちの心が動いた二日間となり

ました。 

 

 

声量や早着替えなど、すごいところがたくさんありました。オ

オカミになったときには怒っている声、ヤギのときは優しい声

と、役によって声を変えているのがすごいと思いました。       

（５年男子） 

  おおかみがやぎをたべようとしてこわかったけど、とちゅう

からなかよしになってよかったです。おどるところが、バレエみ

たいできれいでした。わたしもさんかしてみたいとおもいまし

た。（１年女子） 

ダンスやお話がすごくてかんどうしました。とくに、さいごで

ガブが記おくをなくしたときに、メイが「会わなきゃよかった。」

と言ったところは、心がうごいてなみだがでてきました。「あら

しのよるに」がすきになりました。 （２年女子） 

ぼくが心にのこった場面は、オオカミたちが出てきて、「ウォ

ー。」ってほえていた場面です。ぼくも、まねして「ウォー。」っ

て言ってみました。また見たいです （３年男子） 

歌・ダンスのシーン、すべてがすごいと思いました。わたしも

やってみたいなと思いました。役者さんたちの表現は、心からそ

の場面を表そうと思っていることが伝わってきました。特に、山

を登る場面、最後のうれしい場面、最初の楽しい場面もすごくい

いと思いました。皆さんの心が一つになっていると思いました。

（４年女子） 

 


